
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 26 日、月曜日の夜、協働のまちづくり楽校の総集編

として、受講した講座のワクを超えた「交流セッション」を

開催しました。参加者は、事務局を含め 17 名でした。 

まず最初に話しやすい場づくりのためのアイスブレイク

をしたあと、「こんなことやってます」や「こんなことで

なら役に立てるかも」「今日話したいこと・相談したいこ

と」を記入した名札をもとに、まずはペアで、続いて全員

で自己紹介し合いました。また協働のまちづくり楽校から

生まれた２つのイベントの紹介もありました。 

後半は、おしゃべりしたい人どうしが集まってワールド

カフェ方式で 3 ラウンドの対話タイム。最後は全員で輪に

なり、気づいたこと、感じたことを分かち合いました。 
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参加者全員で、ニックネームのほかに、「こんなことやってい

ます」や「こんなことでなら役に立てるかも」「今日話したい

こと・相談したいこと」を紹介し合いました。 

「協働のまちづくり楽校」

の「アイデアソン」から生

まれた２つのイベント「ゆ

めくりん×アイデアソンま

つり」と「エキヒガ（駅東

／町有地）トライアル」の

紹介がありました。 

 

 

令和 5 年度、知多武豊駅東側町有地の活用方

法を考える講座から生まれた案をもとに、2月16日

（金）にイベントを開催。モルックや、楽器演奏、

飲食を楽しんだり、電車が通る度に手を振ったり、

ゆめホタルの点灯を楽しんだりしました！→ 

 

←令和4年度、ゆめくりんの環境プラグラムを考える講座から

生まれたアイデアをもとに準備を重ね、令和5 年12 月17 日

（日）に「アイデアソンまつり」として、「廃材を使った楽器づくり

と演奏会」、「廃油を使ったキャンドルづくり」、「ペットボトルの

キャップを使ったみそたろう壁画作成」を実施しました！ 



 
 

 

おしゃべりしたい人どうし数人で声をかけあってテーブルに

着き、簡単に自己紹介したあと、メンバーが話したいテーマで 

楽しくおしゃべり。話したことは模造紙にみんなで落書きしながら記録に残し、途中２回のシャッフルタイム

でテーブルを移動したあと前のラウンドの落書きも参考に、全部で 3 ラウンドのおしゃべりをしました。 

また何か新しい取り組みが生まれる予感。交流セッションス

ゴイ!!／地元での活動を知れて良かった／皆さまのアイデ

ア、情熱に感動しました。多分野の方とふれあえて本当に 

良かったです／知多娘ファンすごい。きっかけ大切／武豊町にはまだまだ

たくさんの魅力がある／自然や文化、歴史など魅力がたくさんあるのに 

活かしきれていない…もっと広く PR していきたいです  ほか 
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 今日気づいたことや学んだこと、感じたことを分かち合いました。 

「武豊」というキーワードで集ま

って交流でき、刺激になった！ 

「知多娘」を通して知多半島

の魅力を教えてもらえてすごく

勉強になった！ 

きっかけがすごく大事だと思っ

た。大切にしていきたい！ 

緊張していたんですが楽しく参

加できました。いい場でした！ 

今回の交流セッションを契機に

くっつき合って、普段思いつか

ないようないろんなコラボができ

そうだと思いました！ 

行政が開いた門に入ってくるの

を待つのではなく、行政側がい

ろんな集まりに出向いて話を

聞いたり PR することも大事だ

と気づいた！ 

出会い、ふれあい、分かち合い 

異なる背景の人が集まると、

化学反応が起こると確認！ 

Twitter で見て参加。普段話

をすることのない方と話ができ

参加して良かった！ 

武豊に自然がたくさんあると聞

いて、まだまだ魅力に気づけて

いない、活かしきれていないと

感じた。武豊町を世界中に

PR していきたい！ 

武豊町は情報発信が弱いと

言われる中、Twitterを見て来

てくれた人が！今後もいろんな

媒体を活用していきたい！ 

弱者も前に出ていきやすい、

居場所があるまちにしていきた

いと思いました！ 

住んでいる人も「知多娘」を知

らないのはなぜか、深掘りした

いと思いました！ 


